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悼

珊

強

風

消
費
税
に
於
け
る
砂
糖
税
の
地
位
我
授
法
弔
問
士

徳
川
幕
府
の
財
政
に
つ
い
て
・
・
話
料
前
川
市
と

酒
税
の
鴨
搬
を
論
ず

助
教
授
法
事
士

融
町

英
圃
炭
坑
凶
有
問
題
・
・
・
-
校
校
法
明
怖
七

輸
出
信
用
保
険
制
度
創
定
の
提
案
誌

揖

凪

加

川

底
奴
解
放
後
以
露
両
亜
の
土
地
問
題

論

純前車博士

純
出
削
中
1
1

跡

継

錦

融

叩

英
吉
利
の
商
工
立
国
政
策

造
艦
加
工
場
に
於
け
る
公
傷
率

調
遁
の
労
働
者
銀
行

失
業
ご
物
債
の
嬰
動

叫冶

A
T

林
議
共
同
施
世
購
入
附
叫
則
・
自
作
農
創
設
柿
抑
制
叫
川
品
川
・
乳
向
卵
共
同
曲
川
奨
励
叫
問

助
孜
蛇
抑
制
洲
町
内
T
ナ

本出叫↑一八円倖向業山小校

教
授
割
前
町
内
γ
J
コ

明
錯
網

同
れ
同
市
土

制
抑
川
内
ト
士

察

開

載

紳

戸

正

雄

本

庄

栄

治

郎

沙

見

三

郎

河

田

嗣

郎

小
島
昌
太
郎

古

川

秀

造

1iii楠 l品l人
目見崎木
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轍
出
信
用
保
険
制
度
創
定
の
提
案

島

目

EI 

太

夏E

緒

き
口

我
国

ω現
放
に
於
て
、
輪
出
貿
易

ω品
目
日
出
を
計
る
必
要
ゐ
る
-
』
ご
は
、

も
は
や
何
等
ゆ
説
明
を
放
た
十
し
て
明

か
な
る
所
で
ゐ
る
。
我
同
比
天
山
崎

ω資
源
が
あ
ま
り
豊
富
で
な
い
り
に
、
人
口
の
頗
る
棚
密
な
胤
州
で
あ
る
か

色
、
園
内

ω
物
資
は
凶
民
の
生
活
に
多
〈
光
で
な
け
れ
ば
な
ら
す
、

そ
の
閥
係
hr
ら
見
て
、
輸
出
飽
力
が
盟
主
同
で

ゐ
る
ご
は
い
へ
な
い
。
併
し
、
叉
我
凶
に
は
特
有

ω生
産
保
件
の
下
に
ゐ
る
産
業
も
ゐ
る
こ
£
で
ゐ
る
か
ら
、
こ

の
方
面
に
於
て
は
、
仰
は
輪
山
能
力
を
剰
す
誇
で
ゐ
り
、
叉
原
料
を
誕
外
に
抑

r'コ
己
仁
よ
り
て
工
業
製
品
の
増

産
を
な

L
、
そ
の
海
外
輸
出
も
可
能
な
る
所
で
あ
る
。
我
同
聞
に
於
げ
る
輸
出
の
資
源
は
、

こ
の
二
つ
の
産
業
方
面

に
求
む
る
の
外
は
な
い
。
従
っ
て
輸
出
貿
易
の
俊
民
の
た
め
に
は
、
特
に
過
正
な
る
奨
胤
助
成
政
策
を
必
要
吉
す

る
の
で
あ
る
o

自
然

ωま
、
に
政
任
し

τは
、
今
後
は
輪
出
の
大
後
肢
は
殆
ど
望
み
得
な
い
で
あ
ら
う
。

輸
出
奨
励
制
度
ご
し
て
は
極
々
な
る
も

ω
が
考
へ
ら
れ
る
誇
で
ゐ
b
、
現
に
我
闘
に
於
て
も
柿
々
な
る
も
の
が

叫5

白描

愉
山
一
い
川
保
険
制
庇
創
げ
ん
の
提
案

第
二
寸
三
谷

家

貌

八
七
)

四
三
じ
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愉
山
信
川
保
険
制
度
制
定

ω提
案

第
二
十
一
-
一
巻

(
第
三
腕

'，ifm-

存
在
す
る
。

私
が
今
こ
、
に
提
案
す
る
叫
間
的
輸
出
信
用
保
険
制
度
己
い
ふ
も
の
は
、

ら
れ
忙
噌
』
ピ
の
な
い
も
の
で
‘

最
近
に
獅
逸
政
府
が
そ
の
輸
出
促
進
政
策
ピ
し
て
、

の
で
あ
る
。

ーー

輸
出
貿
易
ミ
海
上
保
険
及
び
信
用
保
険

が
外
貿
易
己
保
険
己
は
、
元
来
、

頗
る
密
接
な
る
聞
係
を
も
つ
も
の
で
、
ー
ュ
段
ハ
ヨ
屯
雌
己
U

は
る
、
も
の
は
一
向
上
保
険

f
pじ
;

i

1

貿
易
は
保
険
若
く
は
保
険
制
州
似
制
度

が
な
り
れ
ば
、
殆
ど
行
ひ
得
ゲ
る
も

ω
ご
い
っ
て
も
よ
い
。
現
に
、

ハ‘F、
凹
三
人

我
凶
に
於
て
は
未
ピ
考
案
せ

経
済
省
に
於
て
立
案
し
た
も

で
あ
る
が
、

正
め
ま
た
原
始
的
形
態
た
る
四
円
険
貸
借
は

L
h
t
一
L
Hげ
る
似
師
同
四
民
叫
如
何
な
る
も
の
に
も
行
は

i

l

-

-

-

海
上
保
険
は
、

殆
い
と
貿
易
己
そ
の
起
源
を
同
う
す
る
も
り
ピ
見
℃
も
よ
い
。
併
し
乍
ら
、

れ
た
も
の
ピ
い
は
れ
、

今
日

ω俊
返
し
た
る
形
式
仁
於
て
も
、

え

a
f
)

主
政
J
R
H
立
、
主

E
L
て
航
一
川
迩
誌
に
制
す
る
事

毛
の
引
受
く
る
-M
胆
白

T
阪
U
Fま
t

柄
に
闘
は
り
、
然
ら
さ
る
場
合
に
於
て
は
有
形
の
物
的
損
害
に
闘
す
る
も
の
に
止
ま
っ
て
居
る
o

航
十
向
山
迎
法
仁
開

す
る
事
例
に
闘
し

τは
、
或
は
迩
貨
で
あ
る
正
か
或
は
希
叫
利
盆
で
あ
る
苫
炉
、

か
、
る
有
形
の
物
的
損
害
以
外

の
も
の
、
損
害
填
補
を
引
受
〈
る
け
れ
Y
」
も
、
航
海
運
送
以
外

ω品
柄
に
つ
い
γ

て
は
、
海
上
保
険
は
、
有
形
の
物

的
損
害
で
な
り
れ
ば
、
そ
の
損
害
填
怖
を
引
受
け
1
腐
な
い
。
今
日
の
海
上
保
険
の
到
際
は
さ
う
い
ム
風
に
な
っ

て
居
る
。

E 



然
る
に
、
海
外
貿
易
に
於
て
・
そ
の
取
引
の
貨
資
に
危
険
を
及
ぼ
す
も
の
は
、
間
よ
h
ニ
の
海
上
保
険
者
が
引

受
〈
る
純
鋲

ωも
ωば
か
b
に
限
ら
れ

τゐ
る
り
で
は
な
い
。

取
引
の
相
手
方
た
る
輸
入
雨
的
信
用

郎
も
輸
入

商
の
代
金
支
挑
能
力
の
時
出
動
・
又
は
そ
的
支
抑
ひ
を
不
能
な
ら
し
む
る
事
情
の
後
生
な

y-は
、
海
外
取
引
の
封
質

を
危
険
な
ら
し
む
る
所
内
他

ω
一
つ
の
主
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
、

か
、
る
取
引
危
険
は
、
岡
際
貿
易
の
後

連
に
件
つ

τ衣
第
に
減
込
L
、
平
時
に
於
て
は
、
主
要
文
明
諸
問
聞
の
取
引
に
於
仁
は
、
賞
事
者
が
相
常
の
注
意

を
さ
へ
榔
へ
ば
、
殆
ど
延
ふ
る
に
足

-
h
g
る
椛
皮
に
な
っ
て
居
る
。
叫
怖
に
今
日
殆

X
総
て
の
出
外
取
引
は
信
用
朕

-
A
び
術
品
A
誌
に
よ
り
て
行
は
る
、
の
で
あ
る
か
ら
・
輸
入
商
ゆ
支
抑
能
力
は
銀
行

ω訓
査
に
よ
っ
て
相
常
信
頼
し

得
る
程
度
に
判
明
L
τ
居
る
の
み
な
ら
す
、
銀
行
の
信
川
に
よ
っ
て
も
亦
或
程
度
ま
で
保
陣
せ
ら
れ
て
居
る
o
故

に
か
、
る
方
面
の
輪
山
取
引
は
、
信
川
保
険
が
な
く
ご
も
そ
の
畿
脱
が
阻
害
せ
ら
る
、
-
、
ピ
は
な
い
ー
で
あ
ら
う
。

併
し
乍
ら
、

か
〈
の
如
き
貿
易
の
安
定
は
、
販
路

ω飢
に
確
定
的
の
も
の
己
な
っ
て
居
る
地
方
正
の
卒
慌
時
に

於
り
る
一
品
川
仰
で
ゐ
る
。

さ
う
云
ふ
方
面
や
秘
狐
の
貿
易
で
は
、

そ
山
増
進
は
甚
に
川
地
々
た
る
も
の
で
、
大
胤
H
M
雌
な

ど
は
到
底
些
み
得
5
る
所
で
ゐ
品
。
新
ら
た
な
る
販
路
を
・
文
明
凶
以
外
の
、
除
出
向
ご
し

τは
殆
Y
一
未
知
の
世

問
介
に
、
開
拓
し
て
こ
吾
、
司
海
外
貿
易

ω奥
の
畿
日
此
を
期
待
し
得
る
の
で
あ
る
の
そ
し
て
か
、
る
ほ
外
貿
易
に
於

τ

は
、
卒
慌
時
に
於
一
ー
も
、
永
年
取
引
関
係
ゐ
る
文
明
諸
岡
山
得
立
正
の
取
引
に
比
ぺ
て
、
支
榔
が
不
完
全
叉
は
不

能
に
陥
る
の
危
険
ゐ
る
は
一
五
ふ
ま
で
も
な

ν。
故
に
、

か
、
る
方
而
に
於
け
る
輪
出
は
、
う
ま
く
成
功
す
れ
ば
大

叫

論

輸
出
伝
川
保
険
制
度
創
正
由
提
案

体
二
十
三
谷

(
此
知
=
一
一
蹴

ノk

ブi

町一一
L

E---j 
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崎
山
白
川
保
険
制
皮
創
内
止
の
提
案

第
二
十
一
一
一
巻

(
第
三
掛

九
C
)

凹
刊
。

磯
田
止
の
邸
宅
も
ゐ
る
代
h
に
、
ま
党
宵
険
的
性
質
を
有
す
る
こ
ど
も
否
定
す
る
ニ
ご
を
得
な
い
。

真
に
、
現
今
の
如
〈
、
世
界
的
に
一
枇
命
日
生
活
の
不
安
な
る
時
代
に
は
、
何
時
、
輸
入
国
に
於
て
、
経
済
界
一
炉
旧
時

常
の
向
型
動
を
抵
越
し
た

b
、
又
は
戦
守
、
内
乱
、
革
命
な
Y
」
が
生

ιな
い
ご
も
限
ら
な
い
o

然
る
場
合
に
は
、
相

手
が
文
明
凶
の
商
人
た
る
ご
未
聞
闘

ω商
人
た
る
，

p
y問
は
す
、

そ
の
支
岬
刑
者
し
〈
は
そ
の
受
傾
を
不
能
な
ら
し

作
品
こ
ご
な
3
4
T
保

ι難
い
。
こ
の
形
勢
も
亦
貿
易
品
開
魁
上
り
一
大
防
擬
で
あ
る
Q

こ
れ
ら
の
未
開
地
方
に
劃
す
る
輸
出
に
附
随
す
る
危
険
、
政
ぴ
に
一
般
的
非
情
華
麗
に
件
ふ
危
険
仁
劃
し
て
輸

出
向
を
保
雄
し
、

こ
れ
ら
の
事
例
よ
h
栄
る
印
刷
の
銅
山
晋
を
救
済
し
得
る
の
制
度
を
立
つ
る
こ
ご
は
、
貿
易
の
後
展

を
計
る
の
必
要
必
ゐ
闘
に
ご
り
て
は
・
怠
る
を
得
F
る
所
で
あ
る
o

併
!
一
叉
他
方
に
於
て
は
、
総
出
荷
の
保
護
が

あ
ま
b
に
金
き
ピ
き
は
、
却
つ

τフ
て
れ
が
た
め
十
件
外
貿
易

ω健
全
な
る
品
目
迭
を
害
す
る
の
弊
害
を
件
ふ
の
虞
ゐ
る

を
見
逃
し
難
い
。
輪
出
信
川
保
険
り
制
度
は
、
貿
易
商
に
蝋
到
し
上
越

ω危
険
に
封
L
保
護
を
拠
ふ
る
ピ
共
に
、
又

取
引
に
謝
す
る
駁
張
し
た
る
態
度
を
も
失
は
し
め

g
る
も
の
で
、
貿
易
の
健
全
な
る
俊
民
を
助
長
1
る
に
甚
に
過

す
る
制
度
で
ゐ
る
。
な
は
、

噂』

ω制
度
に
掛
1
我
同
氏
が
十
分
な
る
考
慮
を
挑
は
ん
こ
子
炉
』
望
む
も
の
で
あ
る
か

色
、
二
、
に
、
湖
逸
り
聯
邦
経
済
省
が
立
案
し
た
る
-
』
の
総
出
信
用
保
険
の
制
度
、
郎
も
請
は
ゆ
る
何
唱
。
与
河
島
寸

こ
の
保
険
制
度
を
」
説
明
し
ゃ
う
ご
思
L
o

耳
目
刊
の
F
O
B
ロ
四
の
計
査
に
基
い
て
、

1) ~ Zeitschrift fi.ir die gesamle Versicbernngs-¥Vi日明日hat，26. Band， 2 
Heft. April J926. S. 4fi J;:脚邦制抑省白栄があり、同じ腕に Lautenbach白
Die Export-Kreditversicherung als volkswirlschaftliclleS ProblCll1と旬、」、

論えもある。参!fffせらるべし。

E 



一一一
輸
出
信
用
保
険
制
度
の
機
関

濁
逸
駒
邦
経
憐
省
の
畿
表
し
た
る
聡
山
信
用
保
険
制
度
計
査
書
に
従
へ
ば
、
聯
邦
政
府
は
、
牽
千
苗
同
馬
克

(
H
C

冨
E
Q【

れ
ば
、
畑
判
迎
岡
氏
経
憐
よ
り
失
ふ
こ
吉
、
な
る
ご
線
想
せ
ら
る
べ
き
聡
山
を
、
〔
失
ム
こ
ご
な
く
し
て
寧
う
賀
行
〕

可
能
な
ら

L
め
、
従
っ
て
又
抑
制
逸

ω労
働
力
パ
崎
労
働
者
U
4
伊
二
府
大
な
る
税
皮
に
於

τ就
業
日
し
む
る
の
目
的
を
法

す
る
e

】
ピ
、
な
る
品
川
な
船
山
保
険
」
を
成
立

u
L
め
ん
ご
す
る
り
で
あ
る
。

併
L
乍
ら
・

-
ら
輸
出
保
険
に
於
て
は
、
政
府
が
輸
出
信
用
危
険
り
全
部
を
保
険
せ
ん
己

f
る

ω一
で
は
な
い
。

「
甲
』
の
宏
子
高
時
立
挫
ぴ
に
以
下
越
一
よ
る
所
の
均
一
同
僚
件
に
於
て
政
府
の
般
納
す
る
保
険
料
〔
積
立
金
)
を
以
て
、
輪

山
質
U
却
市
問

H
A
び
民
同
信
別
保
険
曾
批
正
の
共
同
に
於

τ、
政
府
は
輸
出
危
険
り
一
部
分
を
負
指
せ
ん
ご
す
る
」
の

で
め
る
。
即
ち
政
府
は
、
民
間

ω信
川
保
険
曾
刑
を
し
て
、
直
接
に
輪
山
商
ご
の
保
険
取
引

ω衝
に
賞
ら
し
め
、

そ
の
曾
枇

ω取
扱
ひ
た
る
保
険
に
つ
き

τ、
そ
の
危
険
の
一
部
分
の
み
を
政
府
が
引
受
く
る
の
で
ゐ
る
o

故
に
こ

の
輪
川
信
用
保
険
制
度
は
、
政
府
ご
民
間
保
険
曾
枇
ご
の
共
同
事
業
で
あ
る
o

而
し
て
、
政
府
正
、

こ
の
船
山
信

用
保
険
に
恐
一
加
す
る
民
間

ω信
用
保
険
曾
祉
£
の
聞
に
は
、
こ
の
保
険
制
度
の
趣
旨
に
従
ひ
た
る
所
り
一
般
的
契

約
が
絹
結
せ
ら
れ
る
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

11， 
白市

愉
山
信
削
保
険
制
度
創
定
の
提
案

部
二
十
三
谷

(
部
ニ
披

1L 

凹

凹
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2両

輪
山
信
川
保
険
制
民
創
一
ん
の
提
案

か
二
十
三
谷

(
第
三
腕

ゴL
) 

V叫
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こ
の
保
険
は
、
民
間
保
険
品
目
枇
ご
の
共
同
事
業
で
あ
る
己
は
一
五
ふ
も
の
、
¥
民
間
保
険
曾
一
川
炉
、
之
に
奉
加
す

る
じ
っ
レ
て
は
、
そ

ω曾
枇
に
謝

L
・
後
に
通
ぶ
る
所
の
再
保
険
に
つ
き
、
政
府
が
池
賞
ピ
認
U
る
所
の
再
保
険

者
が
又
之
に
共
同
す
る
こ
ピ
を
要
す
る
の
で
あ
る
o

郎
も
「
聯
邦
門
政
府
〕
は
、
信
用
保
険
曾
批
が
上
越
の
輸
出
信

用
保
険
に
奉
加
す
る
仁
つ
い
w

て
は
、
政
府
悲
金
仁
川
討
す
る
損
害
超
過
仁
つ
い

τω
訓
保
険
者

ω引
受
支
任
説
別
古

の
提
出
を
之
に
要
求
す
る
の
機
羽
を
向
川
保
す
る
o」

経
済
省
の
案
に
よ
れ
ば
、

こ
の
保
険
り
た
め
、
特
別
の
機
闘
を
設
〈
る
e

』
正
な
〈
、
粧
品
質
節
約
の
た
め
伯
林
的

目
。
ョ
目
ω
同
日
島
円
〈
日
ω円
『
日
ロ
ロ
向
ω『
hw

乙
内
〉
・
の

に
輪
出
信
用
保
険
所

(開
Hhuo再
開
百
円
出
ア
〈
2
E舎
の
日
口
問
T
印
門
己
庁
)

そ
設
け
、
之
に
、

こ
の
保
険
に
つ

V
て
の
保
険
者
及
び
再
保
険
者

ω代
表
者
正
政
府
代
表
者
ピ
が
勤
務
し
て
、
共

同
事
務
を
ど
る
の
で
あ
る
。

こ
の
保
険
所
は
、
若
し
地
方
関
係
者

ω
梨
県
が
ゐ
る
な
ら
ば
、

川
y
プ
片
ク
及
び
プ

ラ
ン
ク
プ
戸
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
y
に
も
、
之
を
設
け
る
。
而
し
て
、

日
常
川
中
務
の
出
陣
迎
合
惑
か
じ
す
る
が
た
め
仁
、

必
要
あ
る
場
合
に
は
、

賀
行
小
委
員
が
設
り
ら
れ
る
。

こ
の
保
険
所
に
於
け
る
委
員
舎
が
、
輪
山
信
用
保
険
貨
施
機
闘
で
ゐ
っ
て
、
委
員
食
は
、
「
政
府
が
こ
の
侭
険

の
た
め
に
設
定
し
た
る
基
金
が
、

そ
の
本
来
の
目
的
の
た
め
に
、
且
っ
そ

ω目
的
に
遁
人
口
す
る
方
法
に
於
て
、
周

ゐ
ら
れ

τ居
る
か
ど
う
か
、

こ
の
保
険
に
於

τ引
受
り
た
る
責
任
の
税
皮
が
、
常
に
基
金
及
び
保
険
料
積
立
金
に

劃
し
正
常
な
る
関
係
に
於

τ存
す
る
か
ど
う
か
を
監
刷
す
る
も
の
で
あ
り
、
其
外
、
危
険
の
般
質
及
び
管
理
を
な



し
、
保
険
料
率
の
決
定
を
も
す
る
の
で
あ
る
o
」
ま
た
、

「
委
員
曾
は
、

場
」
の
輪
出
信
用
保
険
が
、

或
る

つ
の
輪

出
向
に
謝
し
て
、
過
賞
に
多
く
の
、

又
は
割
合
に
多
(
の
引
受
げ
を
な
さ
い
V

る
こ
ご
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

四

危
険
責
携
の
割
合

自
に
地
ぷ
る
が
知

P
¥
こ
の
輪
出
信
用
保
険
に
於
工
は
、

政
府
は
、

そ
の
保
険
基
金
の
設
定
者
で
ゐ
る
け
れ
V
」

も‘

ξ
が
引
受
〈
る
所
は

輪
出
危
険
の
一
郎
分
で
ゐ
っ
て

一
つ
の
輸
出
取
引
仁
於
り
る
危
険
仏
、
之
を
三
分

L
J
L
、
政
府
己
、
信
用
保
険
畑
町
批
己
、
輪
山
内
自
ら
ど
が
、
各
ー
そ
の
一
を
負
併
す
る
の
で
あ
る
。
卸
も
特
別

ω

場
合
を
除
吉
、

壮
日
寸
池
山
り
除
山
取
引
に
到
し

τ
は、

「
輸
出
向
白
身
に
於

τ、
そ
の
危
険
の
三
分

ω
一
念
、
信
用
保

険
ん
川
枇
が
ま
た
一
二
分
の
一

e
V
1
3
う
し
て
政
府
が
残
h
の
一
一
一
分
の
一
を
負
捻
す
る
0

」

品
川
山
商
凶
三
分

ω
一
自
己
保
険
は
、
原
則
的
制
酔
目
l

v
あ
っ
て
、
輪
出
取
引
の
性
質
己
柿
知
己
に
よ
っ
て
は
、

之
件
以
上
の
白
己
負
慌
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
「
信
用
保
険
命
日
枇
は
、

事
怖
に
よ
h
て
は
、
同
地
泊
の
場
合
に
於

り
る
よ
h
も
、
貿
易
商
白

ιω
負
ぞ
」
な
る
三
危
険
部
分
に
つ
L

言
、
大
な
る
科
皮
又
は
認
さ
形
式
|
例
へ

ば
、
第
一
同

ω危
険
は
、
之
を
貿
易
商
自
ら
の
負
号
}
る
が
如
き
|
ー
を
定
む
る
こ
さ
が
出
来
る
」
。

剖

L
、

こ
の
保
険
に
於
て
、
六
ヶ
月
期
限
の
信
用
M
Y
E規

ω期
間
で
あ
J

E
す
る
な
ら
ば
、
こ
札
よ
h
J
も
永
き
期
間
の
場

合
、
又
は
特
に
危
険
な
る
事
情
の
下
に
あ
る
闘
へ
の
輪
出
の
場
合
、
或
は
叉
、
特
殊

ω商
品
に
し

τ、
そ
の
資
買

古

川

拍
山
山
川
保
険
叫
度
制
定
内
批
案

第
二
十
三
笹

「
時
一
ニ
批

" 
) 

WI 
pq 
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都
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凹
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司
令
の
危
険
士
貿
易
商
自
ら
が
負
隠
し
て
差
支
な
さ
も

ωな
る
場
合
な
ど
に
於
て
は
、
除
山
商
の

自
己
保
険
的
削
合
叉
は
方
訟
を
特
別
に
定
む
る
こ
ぜ
が
山
京
市
る
。

利
盆
が
、
通
需
、

輪
出
商
を
し
て
白
己
保
険
を
な
さ
[
む
る
を
要
件
ご
し
た
る
は
、

そ
の
輸
出
収
引
を
慌
霊
に
行
は

L
め
、
総
入

商

ω支
捌
不
能
の
危
険
の
不
賞
な
る
増
加
を
避
く
る
の
趣
旨
に
山
づ
る
も
の
な
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
郎
も
、

司

h

の
輸
出
信
用
保
険
に
於

τ若
L
損
害
金
額
帥
ち
危
険
全
vd
仰
の
引
受
け
を
な
す
ご
き
は
、
輪
出
商
は
号
の
取
引
を

軽
卒
に
締
結
し
、
相
手
方
た
る
外
凶
輸
入
商
の
信
則
禍
査
を
机
耐
に
し
て
、
不
賞
に
こ
の
保
険
の
負
熔
を
加
重
す

る

ωみ
な
ら
す
、
貿
易

ω具
の
畿
E

訟
を
川
書
す
る
の
結
果
正
な
る
か
ら
で
あ
る
。
放
に
、

こ
の
除
山
信
用
保
険
に

於
て
は
、
「
如
何
な
る
場
合
に
於
工
色
、
保
険
契
約
者
は
.
こ
の
保
険
の
け
的
正
す
る
所
内
規
寄
が
、
現
貨
に
排
出

生
L
た
る
場
合
に
は
、

そ
の
輸
出
よ
ち
期
待
す
る
所
の
責
買
利
盆
を
失
ふ
こ
正
、
な
る
の
み
な
ら
字
、
夏
に
相
瞥

の
程
度
に
於
て
損
失
企
業
る
こ
芯
、
な
る
徒
に
、
自
己
負
捻

ω危
険

ω税
皮
H
A
ぴ
同
類
が
定
め
ら
れ
い
ね
ば
な
ら
ぬ
0
」

輸
出
荷

μ
、
自
己
負
慌
の
危
険
部
分
に
つ
き
、
之
を
他
の
信
用
保
険
者
の
保
険
に
附
す
る
ζ

ご
は
出
来
な
い
。

五

危
険
の
種
類
ご
政
府
の
填
補
責
任

こ
の
聡
出
信
用
保
険
に
於

τは
‘
危
険
を
こ
う
の
純
類
に
分
つ
o

そ
の
一
は
4
4
H

遁
危
険
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
車

同
E
r
o
ご
い
ふ
。
債
務
者
た
る
聡
入
商
が
取
引
代
償
却
も
活
替
手
形
の
支
軸
酬
を
履
行
せ
.
さ
る
こ
E
が
こ
れ
で



そ
の
ニ
は
非
常
危
険
で
あ
っ
て
、
之
を
特
に
閃
己
目
可
。
ち
自
民
ω口
自
ご
い
ひ
、
「
戦
守
、
動
乱
、
革
命
、
地
震
、

あ
る
。

又
は
支
捌
譲
渡
停
止
の
凶
中
部
干
渉

ω結
川
指
さ
し
て
、
外
闘
の
総
入
商
が
、

そ
の
債
務
を
履
行
す
る
・
』
ご
の
不
能
己

な
り
た
る
事
賞
」
を
以
て
、

さ
う
見
倣
す
の
で
め
る
o

之
は
諦
は
H
V

質
質
的
非
常
危
険
で
あ
る
。

聡
山
信
用
保
険
は
、

こ
の
二
秘
の
危
険
に
つ
き
、
之
が
引
受
け
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
輪
出
貿
易
の
性

質
上
、
怖
に
、
手
形
の
支
挑
に
闘
し
て
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
獅
逸
経
済
省

ω案
に
よ
れ
ば
、
「
手
形
が
副

質
上
阪
に
引
受
け
ら
れ
て
居
る
取
引
か
、
又
は
外
闘
に
於
け
る
商
品

ω賀
子
の
支
搬
知
能
力
の
理
由
を
以
て
、

そ

の
引
受
け
が
拒
絶
せ
ら
れ
る
で
も
め
ら
う
様
な
取
引
に
つ
い
て
の
み
、
こ
の
保
険
を
行
は
ん
ご
す
る
」
の
で
あ
る
。

こ
の
保
険
が
引
受
く
る
危
険
の
質
質
上
の
分
類
は
右

ω
二
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
、
こ
の
信
用
保
険
制
度
に

於

τは
形
式
的
非
常
危
険
正
も
い
ふ
刀
、
き
も

ωを
認
め

τ居
る
o

邸
も
そ
れ
は
「
聯
邦
門
政
府
〕
正
信
用
保
険
曾
枇

Z
の
関
係
に
於
て
は
、
誕
に
、
各
保
険
曾
剥
が
そ
の
一
年
間
に
於
り
る
総
損
害
填
補
支
掛
金
(
支
柿
務
損
害
填
備

金
R
A
び
未
納
損
害
現
制
金
の
合
計
)
が
、
そ
の
年
に
於
り
る
総
保
険
料
牧
入
(
飯
牧
保
険
料
及
び
永
牧
保
険
料
の
合

計
)
の
二
五

C
M刊
以
上
に
達
し
た
る
ご
言
、
又
は
二
ヶ
年
引
紺
き
目
各
年
総
損
害
填
補
支
捌
金
が
を
の
年
の
総
保

険
料
牧
入
の
一

oouw以
上
に
し

τ且
つ
少
〈
ご
も
そ
の
二
年

ω挙
均
に
於
て
一
二
五
が
刊
を
下
ら
古
る

F
き
は
、

之
を
非
治
危
険
ピ
見
倣
す
。
」

n!i 

b首

輸
出
伝
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政
府
り
填
補
責
任
の
範
囲
は
、

普
通
危
険
に
謝
し
て
は
、

そ
の
負
括
部
分
に
る
所
の
、

三
分
の
一
で
あ
る
o

を

し

τ
ヨ
}
の
普
通
危
険
に
謝
し

τは、
信
用
保
険
曾
刷
も
亦
そ
の
負
指
刊
分
忙
る
三
分
の

一
を
支
抑
ひ
、

輸
出
商
白

ら
ャ
:
昆
れ
リ
、
ノ
二

ζ
j
、J

F
ヒ
カ
耳
J

L

一一一
-Ayfν

一
伝
負
挺
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
、

非
協
危
険
に
謝
し
て
は
、

信
用
保
険
品
目
枇

ω負
持
部
分

に
る
三
分

ω
一は、

政
府
に
於
℃
之
を
負
携
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、

1

1
艦
憐
省
案

ω
記
述
に
は

こ
の
貼
桜

括
的
に
明
記
せ
ら
れ
て
居
な
い
ー
が

l
|非
悌
危
険
に
到
し
て
は
、

信
川
保
険
曾
枇
は
損
害
填
補
の
責
任
な
吉
こ
正

、huf匂
、

正
い
ふ
結
果
芭
な
る
。

右

ω如
〈
、
政
府
は
普
通
危
険
じ
っ
V
て
は
そ
り
三
分
の
つ
非
悩
危
険
に
つ
い
て
は
三
分
の
ニ
の
填
補
責
任

を
A
H
挺
す
る
け
れ
ど
も
、
之
は
各
制
の
保
険
に
つ
い
て
の
責
任
限
皮
で
あ
一
っ
て
、
こ
の
保
険
制
度

ω全
般
に
つ
い

て
は
、
政
府

ω損
害
現
補
責
任
は
、
総
額
に
於
て
、
上
逃

ω
一
千
高
品
克
基
金
正
、

さ
う
し
て
保
険
料
積
立
金
ξ

を
以
て
限
度
ご
す
る
も
の
で
め
る
。
こ
の
限
度
を
超
ね
た
る
損
害
額
に
謝
し
て
は
、
政
府
は
棋
倒
り
立
に
任
ゃ
な

し、。
ζ

の
政
府
の
、
金
髄
t
L
1
の
、
填
補
責
任
の
限
度
を
超
ゆ
る
危
険
部
分
仁
つ
い

τは
、
信
別
保
険
品
目
刷
も
亦

勿
論
こ
れ
が
填
補
責
任
を
有
す
る
の
で
は
な
い
。
併
し
乍
ら
、
信
用
保
険
品
目
枇
は
、
輪
出
向
己
銀
行
己
の
利
盆
を

考
へ
て
、
こ
の
官
時
分
に
つ
い

τ再
保
険
を
附
り
る
。
こ
の
再
保
険
に
於
て
は
、
政
府

ω堂
千
持
品
克
基
金
H
A

び
保

険
料
情
立
金
を
以
て
填
補
し
得
r
d

る
損
害
仁
つ
い

τ、
再
保
険
者
は
、
信
用
保
険
曾
枇
又
は
政
府
に
謝
し
て
い
は



な
く
、
直
接
に
、
輸
出
商
又
は
銀
行
に
謝
し
て
填
補
責
任
を
負
携
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
超
過
損
害
に
到
す
る
保
険
は
、
経
済
省
案
に
於
て
は
・

-
Z
、J

日
}

i

、

話
U-
，E
〈

再
保
険
印
も

岡
山
。

rぐ
の
呂
町

nrEロ
ロ
問

な
る
文
字
が
則
ゐ
ら
れ
て
居
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
責
任
は
一
苅
受
保
険
者
に
机
到
し
て
い
は
な
(
、
輸
出
向
叉
は
銀
行

に
謝
し
直
接
に
負
備
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
資
質
上
再
保
険
で
は
な
い
。
む
し
ろ
調
は
ゆ
る
責
任
保
険
却
も

出
向
沖
切
回
目
広
吉
田
町
n
r
o
E口
問
で
あ
る
。
掛
川
L
一
』
、
で
は
姑
く
経
憐
省
案
の
用
語
に
従
ふ
。

再
保
険
者
は
、
右
に
越
よ
る
が
如
¥
政
府
め
品
目
千
雨
時
克
基
金
及
び
之
に
添
附
し
た
る
保
険
料
積
立
金
が
支

梯
議
さ
れ
た
る
腕
に
於
て
、
初
め
て
そ
の
責
任
が
開
始
す
る
の
で
あ
る
o

放
に
再
保
険
責
任
は
、
基
金
正
保
険
料

積
立
金
の
事
質
上
の
拡
態
如
何
に
嗣
聯
す
る
も
の
で
あ
る
o

げ
れ
H

己
も
、
再
保
険
者
は
、
自
己
の
武
任
の
開
始
す

る
や
否
や
を
確
定
す
る
に
め
、
政
府
に
謝
し
て
、

ぞ
の
悲
金
仁
、
填
締
金
二
重
支
緋
仁
よ
る
返
誕
請
求
の
金
額
R
A

ぴ
未
牧
保
険
料
が
、
加
算
せ
ら
る
べ
き
こ
ご
の
要
求
を
、
な
す
こ
ご
が
出
来
な
い
と
ご
に
な
っ
て
居
る
。
そ
の
代

b
、
返
還
金
及
び
未
牧
保
険
料
を
政
府
が
受
領
し
仕
る
ご
き
は
、
再
保
険
者
の
負
指
し
た
る
責
任

ω
範
囲
内
に
於

て

こ
れ
ら
は
彼
仁
鮪
尉
す
る
こ
ど
、
な
り
、

か
、
る
牧
入
に
よ
っ
て
基
金
を
再
び
作
b
上
げ
る
こ
Z
は
、
再
保

険
者
の
上
越
の
関
係
仁
於
り
る
請
求
金
額
が
悉
〈
充
足
せ
ら
れ
た
る
後
に
初
め
て
行
は
る
、
の
で
あ
る
。

穴

保
険
料
及
び
そ
の
分
配

時

諭

輸
山
信
川
保
険
制
度
創
山
ん
の
提
案

第
二
十
三
谷

富

続

九
七
)

四
四
七



時

言詣

輸
山
伝
川
伴
険
制
民
創
克
白
提
案

第
二
十
三
巻

(第-一一瞬

九
λ
)

四
四
凡

保
険
料
的
卒
は
、

一
ヶ
月
乃
至
四
ゲ
月
の
手
形
に
謝
し
て
は
、

を
の
保
険
金
額

ω
二
%
正
な
す
強
定
で
あ
る

が
、
特
に
危
険
な
る
却
情
の
下
に
あ
る
闘
宛
の
も
の
、

若
し
〈
は
好
ま
し
か
ら
古
る
稀
類
の
危
険
ド
謝
し
て
は
、

そ
の
率
を
一
二
%
ま
で
高
め
る
ζ

正
が
出
来
る
。

'
』
り
二

μ
ピ一一一

μ
ご
の
聞
に
於
1
、
を
の
率
を
如
何
に
定
む
る
か
は
、

申
込
を
受
り
た
る
民
間
信
用
保
険
曾
枇

カタ

品、

ω聡
山
取
引

ω賞
品
川
-T
調
査
し
て

一
勝
決
定
し
、

之
を
、
後
に
越
ム
る
委
員
曾
仁
提
議

L
、
委
員
曾
仁
於

て
か最
〈終
て.決
、定

を
な
す

申
』
の
保
険
料
は
申
込
山
り
承
諾
を
な
し
た
る
民
間
信
用
保
険
曾
枇
に
梯
込
ま
る
、
の
で
ゐ
る
が
、

ぞ
れ

は
次

ω如
〈
に
分
配
せ
ら
れ
る
o

卸
も
二
川
刊
(
若
し
く
は
三
必
)
の
全
保
険
料
の
う
も
、

そ
の
四
分
の

(
若
し
〈

は
三
分
の

は
、
非
常
危
険
に
基
〈
損
害
現
仙
ψ
た
め
の
岡
家
積
立
金
に
充
て
ら
れ
、

時
間
制
の
三

O
M刊
は
、
信

用
保
険
命
日
枇

ω投
則
、
郎
も
保
険

ω獲
得
、
前
賞
、

管
理
等

ω費
用
(
桓
絶
し
た
る
保
険
申
込
訓
査
技
則
を
も
合

h
u
)

及
び
代
理
防
費
に
充

τら
れ
、

毛
の
残
額
は
、

之
を
折
宇
L
T
問
山
部
己
保
険
曾
枇
が
各
t
収
得
す
る
o

印
も

A
1
・
之
eg
泌
慌
の
場
'
付
を
例
に
ご
っ
「
し
説
明
す
れ
ば
.
-
K
j
H
F、
こ
な
る
0

3

4
虫

i
r

馬
車

輪
山
川
柄
引
金
制
(
保
険
制
制
)

E

-

・
:
・
・
・
:
三

O
、0
0
0

馬
克

非
常
事
腿
損
害
棋
拙
準
仰
金
と
し
て
岡
家
へ
収
納
:
:
一

0
0

そ
り
保
険
金
制
:
-
:
・
-
・
:
:
:
・
E

・E
・
-
ニ

O
、0
0
0

信
川
岨
接
官
位
山
保
険
掛
川
光
官
:
・
:
・
・
:
:
:
・
;
:
・
九

O

-
凹

0
0

保
険
料
二
両

(
右
白
訓
噛
事
額
損
害
臨
納
単
価
積
立
部
分
E
控
除
し
た
る



残
制
山
山
=
一

O
U持
)

支
州
問
咋
伽
企
と
し
て
岡
家
へ
収
納
-
-
-
:
:
:
・
・

EE--
一
f
u
E

(
右
組
二
品
目

H
持
肱
川
舶
の
半
分
)

支
抑
耐
中
伽
企
と
し
て
信
川
保
肱
合
一
祉
へ
牧
納
・
・
・
:
・
一

O
五

(
刑
布
)

言十

凹
臼

O

但
し
布
り
非
加
副
総
一
割
安
棋
倒
準
制
金
に
充
1
ら
る
、
保
倣
粉
(
こ

ω例
の
場
合
仁
於

τ
u
一
C
心
叫
克
)
の
う

も
、
六

C
U刊(こ

ω例
ω場
合
に
於
て
は
よ
ハ

O
町
内
克
)
は
国
家
之
を
保
留
L
、
四

O
M抑
(
ニ
の
例
の
場
合
に
於
て
は

四

O
M内
克
)
β
闘
家
仙
士
宮
千
官
同
財
克
弘
A
M
欽
乏

ω際
に
於
け
る
支
捌
責
任
を
引
受
帆
た
る
再
保
険
品
目
副

ω牧
納
す

る
所
正
な
る
。

七

保
険
加
入
の
子
顧

保
険
加
入

ω手
続
き
は
、
貿
易
商
が
、
こ
の
輪
出
信
用
保
険
取
扱

οの
訟
可
を
受
け
た
る
民
聞
の
信
用
保
険
曾

枇
仁
謝
し
、
規
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
て
、
加
入
の
申
込
を
な
す
の
で
め
る
o

然
る
ご
き
は
、
申
込
を
受
け
た
る

信
用
保
険
品
目
祉
は
.
次
の
手
納
を
行
ム
。

イ
信
用
保
険
曾
枇
は
、
申
込
を
な

Lhh
る
輸
出
荷
が
、
そ
の
貿
易
事
務
に
つ
き
特
別
の
経
験
を
有
す
る
や
否

論

輸
出
伝
日
保
険
制
度
創
定
的
提
案

第
二
十
三
巷

(
弟
三
腕

九
九
)

団
司

q
L

E
E
-



を
正
規
の
も
の
よ
h
鶴
見
す
る
こ
ピ
が
出
来
る
o
併
し
、
保
険
契
約
者
は
右
の
如
，
、
に
し
て
定
め
ら
れ
た
る
自
己

負
備
の
危
険
部
分
に
つ
き
、
他
の
信
用
保
険
者
の
保
険
に
之
を
附
す
る
こ
ど
は
出
家
な
い
1

0

こ
の
こ
ご
は
前
に
も

述
べ
た
る
所
で
め
る
。

ホ
保
険
加
入
の
一
巾
込
を
受
付
た
る
信
用
保
険
曾
枇
は
、
右
に
越
ぺ
た
る
手
献
を
行
ひ
た
る
後
、
自
己
の
意
見

を
附
し
て
、
そ
の
申
込
4
4

日
を
委
員
曾
仁
提
出
し
、
且
つ
そ
れ
正
業
に
保
険
料
算
定
に
閲
す
る
見
積
り
を
も
提
出
す

る
。
委
員
合
は
こ
の
見
積
h
を
提
出
し
た
る
信
用
保
険
曾
枇
の
意
鬼
を
川
町
取
し
た
る
後
、
巾
込
ま
れ
だ
る
保
険
を

引
受
〈
べ
き
か
一
台
か
を
決
定
す
る
。

こ
の
決
定
は
品
終
的
の
も
の
で
あ
る
。
委
員
曾
が
巾
込
ま
れ
た
る
保
険
を
引

受
〈
ぺ
き
も
の
ご
決
定
し
た
る
正
き
は
、
申
込
を
受
け
た
る
民
聞
の
信
用
保
険
曾
乱
胞
が
之
を
承
諾
し
再
保
険
者
芭

共
に
保
険
契
約
者
芭
保
険
契
約
を
締
結
す
る
。

へ
こ
の
輪
出
信
用
保
険
な
る
も
の
は
、
輸
出
取
引
の
支
搬
を
保
障
し
、
之
に
よ
h
て
輪
出
商
を
L
て
、
資
金

融
通
の
便
宜
を
受
付
し
む
る
所
に
そ
の
放
加
を
認
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
放
に
こ
の
保
険
に
於
て
は
、
輸
出
荷
が

保
険
制
町
券
を
資
金
融
泌
の
基
礎
・
郎
も
手
形
割
引
の
基
礎
ご
す
る
を
以

τ通
例
吉
見
倣
す
べ
き
で
め
る
。
放
に
申

込
の
承
諾
を
な
し
た
る
民
間
保
険
曾
枇
は
、
再
保
険
者
百
共
に
、
希
望
に
よ
り
て
は
、
制
引
銀
行
宛
に
保
険
詮
券

-V-
費
行
す
る
こ
E
が
出
来
る
o

併
し
普
通
の
場
合
に
於

τは
、
こ
の
信
用
保
険
を
輸
出
代
金
の
割
引
の
基
礎
ピ
し

て
利
用
せ
ん
ご
す
る
保
険
契
約
者
自
ら
が
、
保
険
詮
品
付
を
受
領
し
、
之
を
処
替
手
形
ご
共
仁
銀
行
に
交
付
す
る
。

時

繭

輸
出
信
用
保
険
制
度
創
定
の
提
案

第
ニ
十
三
巻

(
第
二
一
披
一

O
一
)

四
五



日干

論

輸
出
信
川
探
険
制
広
創
~
止
の
提
案

第
三
十
三
谷

(
第
三
概
一

c
c

凹
五
C

ゃ
、
特
に
、

そ
の
輪
山
商
は
、

輸
出
注
文

ω履
行
に
つ
き
、

取
引
上
挫
ぴ
に
資
力
上
の
保
鐙
を
奥
へ

た
る
や
否

ゃ
、
を
調
査
す
る
o

u
リ
信
用
保
険
品
目
枇
は
、
真
に
必
要
ゐ
り
己
認
む
る
己
き
は
、
海
外
に
於
げ
る
興
信
所
、
銀
行
、
商
業
品
目
枇
に

つ
き
、
各
械
の
報
告
を
蒐
集
し
、
者
L
〈
は
濁
逸
園
内
の
聡
出
両
又
は
輪
山
工
業
曾
祉
に
問
合
せ
を
な
す
。
更
に

事
情
に
よ
ち
て
は
、

そ
の
取
引

ω註
文
を
な
し
た
る

rm外
ω輸
入
而
が
、

注
文
口
問
の
支
捌
に
つ
き
池
宮
な
る
能
力

を
有
す
る
も
の
な
る
や
脊
ゃ
を
、
賞
該
倒
的
信
別
保
険
曾
刷
に
悶
令
せ
を
な
し
、
之
に
よ
り
て
賞
事
岩
の
信
用
程

皮
の
取
謝
ぺ
を
な
す
。

什
申
込
を
な
し
た
る
輸
出
世
間
正
告
の
相
手
方
た
る
輸
入
商
正
が
、
激
て
よ
h
古
き
取
引
附
係
ゐ
る
も
の
な
る

場
合
仁
は
、
信
用
保
険
曾
枇
は
、
ぞ
の
輸
入
商
が
従
来
の
取
引
決
済
に
つ
き
正
確
に
依
務
を
履
行
し
た
る
や
否
や

を
調
査
す
る
た
め
、
輪
出
商
を
し
て
、
彼
等
相
立
の
聞
の
取
引
計
算
書
を
提
出
せ
し
め
る
。

斗
信
用
保
険
曾
枇
は
、
保
険
契
約
者
に
封
し
、
そ
の
必
要
ご
認
む
る
保
険
料
率
を
以
て
契
約
す
る
の
で
あ
っ

て
、
叉
事
情
に
よ
り
て
は
、
誕
慌
の
場
合
じ
於
り
る
よ

b
も
、
貿
易
商
自
ら
の
負
強
己
な
る
べ
き
危
険
部
分
を
・

前
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、

正
規
の
三
分
の
一
よ
ち
も
大
量
〈
定
む
る
こ
ご
が
出
来
る
。
政
府
も
亦
そ
の
安
千
部
尚

兎
基
金
の
欣
抽
出
比
ぴ
之
会
基
礎
ご
し
て
後
符
せ
ら
れ
た
保
険
設
非
常
の
扶
腿
よ
b
鬼
て
、
腕
に
そ
の
基
金
が
填
補
準

備
金
正

L
て
不
十
分
な
る
こ
正
明
が
言
な
h

た
る
宇
き
に
は
、
又
、
保
険
契
約
者
の
自
己
負
強
ご
な
る
危
険
程
度



を
正
規
の
も
の
よ
b
盤
更
す
る
こ
正
が
出
来
る
。
併
し
、
保
険
契
約
者
は
右
の
如

f
に
し
て
定
め
ら
れ
た
る
自
己

負
備
の
危
険
部
分
に
つ
話
、
他
の
信
用
保
険
者
の
保
険
に
之
を
附
す
る
こ
さ
は
山
来
な
い
γ

。
こ
の
こ
ご
は
前
に
も

越
べ
た
る
所
で
あ
る
。

ホ
保
険
加
入
の
中
込
を
受
け
た
る
信
用
保
険
曾
枇
は
、
右
に
越
ぺ
た
る
手
前
酬
を
行
ひ
た
る
後
、
自
己
の
意
見

を
附
し

τ、
そ
の
申
込
書
を
委
員
食
に
提
出

L
、
且
っ
そ
れ
E
共
に
保
険
料
算
定
に
閲
す
る
見
積
り
を
も
提
出
す

る
o
委
員
品
目
は
ニ
の
見
積
h
を
提
出
し
た
る
信
用
保
険
品
目
祉
の
意
見
を
聴
取
し
た
る
後
、
中
込
ま
れ
た
る
保
険
を

引
受

t
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
る
。

こ
の
決
定
は
品
格
的

ωも
の
で
あ
る
。
委
員
曾
が
申
込
ま
れ
た
る
保
険
を
引

受
〈
ペ
ミ
d

も
の
ぐ
」
決
定
し
た
る
ご
き
は
、
申
込
を
受
り
た
る
民
間
の
信
用
保
険
曾
祉
が
之
を
承
認
し
再
保
険
者
正

共
に
保
険
契
約
者

t
保
険
契
約
を
締
結
す
る
。

へ
こ
の
輪
出
信
用
保
険
な
る
も
の
は
、
輪
出
取
引
の
支
挑
を
保
障
し
、
之
仁
よ
b
て
輪
出
前
を
し

τ、
資
金

融
通
の
便
宜
を
受
付
し
む
る
所
に
そ
の
致
加
を
部
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
放
に
こ
の
保
険
に
於
て
は
、
輪
出
商
が

保
険
議
叫
?
を
資
金
融
泌
の
基
礎
、
卸
も
手
形
割
引

ω基
礎
と
す
る
を
以
て
通
例
ピ
見
倣
す
べ
き
で
あ
る
o
故
に
申

込

ω承
諾
を
な

L
た
る
民
間
保
険
曾
枇
は
、
再
保
険
者
己
共
に
、
希
望
に
よ
hJ
て
は
、
割
引
銀
行
宛
に
保
険
諮
券

を
殺
行
す
る
ζ

ご
が
出
来
る
o

併
L
普
通
の
場
合
に
於

τは
、
こ
の
信
用
保
険
を
輪
出
代
金
の
制
引
の
基
礎
ピ
し

て
利
用
せ
ん
Z
す
る
保
険
契
約
者
自
ら
が
、
保
険
謎
品
付
を
受
領
し
、
之
を
怨
替
手
形
Z
共
に
銀
行
に
交
付
す
る
o

時

論

輸
出
信
用
保
険
制
度
創
定
の
提
案

第
二
十
三
巻

(
第
三
椀
一

O
一
)

四
五



院長

論

輸
出
信
用
保
険
制
皮
創
a
に
白
提
案

銘
二
十
三
容

(
第
一
一
一
概
一

O
ニ)

四
五

輸
出
信
用
保
険
所
は
、

-
』
れ
に
よ

b
、
保
険
詮
券
を
基
礎
正
す
る
所
の
割
引
の
行
は
れ
た
る
こ
ご
の
通
知
を
受
(

る
こ
iE
、
な
る
。

前
に
述
べ
た
る
が
如

t
、
こ
の
保
険
に
於

τは
、
輪
出
向
の
白
己
保
険
は
、
少
(
古
も
、
危
険

ω三
分
の
一
を

以

τ背
過
ご
す
る
か
ら
、
荷
縄
替
取
組
の
場
合
に
於
打
る
保
険
詮
券
は
、
最
高
の
程
度
、
嶋
崎
谷
額
師
金
額
の
六
割

六
歩
三
分
の
ニ
に
止
ま
る
。

)
 υ
信
用
保
険
曾
枇
が
、
こ
の
輸
出
信
用
保
険
の
引
受
け
を
な
す
に
つ
い
て
は
、
白
此
の
締
結
し
た
る

E
他
祉

の
締
結
し
た
る
ど
を
悶
は
す
、
他
の
保
険
契
約
ご
之
を
閲
聯
せ
し
め
で
は
な
ら
肉
。
ま
た
、
之
己
同
じ

f
、
信
川

保
険
曾
枇
は
、
他
の
保
険
の
引
受
け
を
な
す
に
嘗
り
、
そ
れ
を
こ
の
輸
出
信
用
保
険
り
締
結
ご
関
川
柳
せ
し
め
て
も

レ
け
な
い
。
夏
に
、
信
用
保
険
曾
枇
は
、
こ
の
輸
出
信
川
保
険
の
本
質
己
何
等
関
係
な
き
事
柄
を
以

τ、
附
随
的

保
件
正
し
て
、
こ
の
保
険
に
負
叫
す
る
こ
£
は
出
来
な
い
。

J¥ 

保
険
金
の
支
排

保
険
者
の
保
険
金
支
姉
り
責
任
は
、
通
常

ω
場
合
仁
於
て
は
、
聡
山
手
形
引
受
後
、
十
ヶ
月
以
内
に
、
支
梯
が

恒
絶
せ
ら
れ
、
且
つ
之
仁
関
聯
し
て
法
的
手
続
が
賀
行
せ
ら
れ
た
る
己
注
、
叉
は
輸
出
荷
吉
信
川
保
険
曾
枇
正
銀

行
正
の
三
者

ω合
議
に
よ
り
定
め
た
る
共
他
の
方
法
1
1例
へ
ば
、

領
事
、

又
は
一
向
上
保
険
代
理
出
の
報
告

l
l



に
よ
b
て
支
梯
要
求
の
到
底
貫
徹
し
得
5
る
こ
己
が
確
定
し
た
る
ご
き
に
、
初
め
て
生
守
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
り
事
項
に
闘
し
、
そ
り
諸
錐
件
が
具
備
せ
る
や
否
や
に
つ
き
守
を
生
じ
た
る
ご
き
は
、
仲
裁
々
判
所
之

を
審
判
す
o

各
賞
一
事
者
は
仲
裁
々
判
所
に
掛
し
各
一
名
の
代
表
者
を
指
名
L
、
之
が
議
長
は
此
目
的

ωた
め
に
輪

出
信
用
保
険
所
ゆ
特
に
任
命
し
た
る
常
任
代
表
者
之
に
常
る
。

保
険
期
聞
を
卜
ヶ
月
以
上
に
延
長
す
る
ニ
古
は
輸
出
荷
、
保
険
曾
枇
及
び
銀
行
の
問
に
於

τ、
協
議
調
ム
己
き

は
許
容
せ
ら
れ
、
又
一
-
の
延
長
は
汲
め
之
を
定
hu
る
ニ
芭
を
件
、
後
に
歪
っ
て
追
認
す
る
こ
ど
も
山
本
市
る
。

保
険
者
内
銀
行
へ
の
支
梯
は
、
総
入
商

ω支
榔
拒
絶

ω時
t
h
、
若
し
〈
は
支
榔
不
能
決
定
り
た
め
に
輪
山
商
、

保
険
者
、
銀
行
の
三
者
が
採
用
し
た
も
楳
準
的
事
貨
の
後
生
の
時
よ
り
、
六
ヶ
月
以
後
に
五
O
%
、
夏
に
三
ヶ
月

以
後
に
一
一
五
%
、
一
見
に
三
グ
月
以
後
に
二
五
%
正
い
ふ
こ
ピ
を
約
定
し
、
ニ

ω割
合
に
従
っ
て
行
は
れ
る
。

こ
の
保
険
が
、
手
形
制
引

ω
た
め
に
利
用
せ
ら
れ
な
い
場
合
に
於
て
は
、
填
補
金
は
保
険
者
よ
り
直
接
に
輸
出

商
へ
支
挑
ふ
唱
』
耳
、
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
場
合
に
於
り
る
支
捌

ω時
期
は
、

一
般
の
保
険
約
欺
に
従
っ
て
之

を
決
定
す
る
。

保
険
者
の
填
補
金
支
醐
酬
の
責
任
セ
決
定
す
る
ニ
吉
、
な
る
所
の
通
告
が
奥
へ
ら
れ

F
る
正
き
は
、
保
険
者
は
何

等
の
責
任
を
負
ふ
こ
ご
な
，
¥
総
入
商
の
支
抑
不
履
行
に
闘
す
る
事
柄
に
つ
き
裏
書
銀
行
は
単
に
、
輪
出
荷
正
手

形
引
受
人
ご
を
相
手
方
ご
し
て
世
田
理
を
行
ふ
こ
言
、
な
る
。

、B年

諭

抽
出
信
川
保
険
制
度
創
定
の
提
案

第
二
十
三
巻

(
第
三
腕
一

O
三
)

四
五
三



時

論

輸
出
信
用
保
険
制
民
創
定
由
提
案

第
二
十
三
容

(
第
三
貌

一O
四
)

四
五
四

九
十
潤
逸
に
於
け
る
一
般
の
信
用
保
険
事
業

凋
逸
聯
邦
総
務
省
に
於
て
立
案
し
た
る
輪
出
信
用
保
険
制
度
は
右
に
紹
介
し
た
る
が
如
〈
で
あ
る
o
輪
出
奨
糊

策

E
L
τ
か
、
る
制
度
が
考
案
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
の

u、
狗
品
唱
に
於
て
は
飯
に
一
般
の
信
用
保
険
が
相
官
に
一
村

は
れ
て
居
る
ご
い
ふ
悲
磁
が
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
放
に
こ
、
に
凋
逸
に
於
け
る
一
般
の
信
用
保
険
事
業
に
岨
到
し
一

帥
引
を
興
へ
な
り
れ
ば
な
ら
凶
。

信
則
保
険
即
ち
同
月
是
正
E
-
n
r
q
E阿
古
い
ふ
も
の
は
、
保
険
凱
干
上
の
用
語
ご
し
て
は
、
債
務
者
の
支
抑
拒
絶

又
は
不
能
に
よ
る
損
害
に
劃
す
る
保
険
で
あ
る
o

併
し
乍
ら
、
世
俗
に
於
て
は
、

信
用
保
険
の
名
の
下
に
被
傭
者

の
過
失
若
L
〈
は
不
正
行
錯
に
よ
る
損
害
に
劃
す
る
保
険
を
も
、
之
に
合
ま
し
む
る
こ

E
が
あ
る
。
併
し
こ
れ
は

倒
有
の
信
州
保
険
正
-
肱
別
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
、

別
に
同
E
F
E耳目円。
}MOEロ間切回口円四
ω口
宮
門
宮
古
E
R
r
E口問、

。
耳
目
民
ぬ
ぐ
OEn}百
円
ロ
ロ
問
、
間
口
昨
日
ω
n
F
E
m
E
m
ω
5
E
n
E
R
g向
・
又
は
〈
2
5可
2
5問
ω
Z
E
~の
一
日
自
国
間
ぜ
い
は
れ
る
。

こ
、
仁
越
べ
た
る
輪
山
信
用
保
険
は
、
輸
入
商
た
る
債
務
者
の
支
梯
拒
絶
又
は
不
能
に
よ
る
損
害
仁
謝
す
る
保
険

で
あ
る
か
ら
、
固
有
の
信
用
保
険
に
一
屈
し
、
そ
の
特
殊
な
る
も
の
で
め
る
o

今
日
、
濁
逸
に
於
て
二
般
山
信
用
保
険
を
且
官
業
正
す
る
曾
祉
は
八
枇
あ
る
o

そ
の
う
も
の
最
大
な
る
も
の
が
、

こ
の
輪
出
信
用
保
険
制
度
に
於

τ
岡
山
部
機
関
に
代
位
す
る
も
の
正
議
定
吉
れ
た
る

国
耳
目
白
阿
古
島
守
耳
目
。
r
o
?



ロ
ロ
問

ω
t
E
H
r
k
p

の

一
七
年
の
設
立
に
か
、
る
比
較
的
新
ら
し
い
も
の
で
ゐ
る
が
、

資
本
金
四
、

0
0五、
0
0
0馬
克
、
扮
込
一
、

0
0五、
0
0
0馬
克
、
保
険
料
積
立

で
あ
る
o

こ
の
曾
枇
は

九

一
九
二
四
年
末
山
航
路
は
、

金
一
、

0
0九、
0
0
0馬
克
、
損
害
準
備
金
一
五
一
、

0
0
0馬
克
で
あ
る
。
之
は
他
積
り
保
険
を
行
ふ
曾
枇
に

比
べ
て
.

是
の
規
模
備
は
甚
に
大
き
い
ご
は
い
へ
な
い
が
、
併
し
一
般
保
険
曾
枇
の
中
に
あ
ち
て
も
、

中
位
を
古

む
る
程
度
り
も
の
で
あ
る
o

信
用
保
険
な
る
も

ωは
、
獅
逸
ド
ド
於
て
も
、

そ
の
事
業
規
模
の
上
よ
b
云
へ
ば
、
各
叫
仰
の
保
険
の
う
も
、
術
ほ

れ甚
I! tご
、幼

ヨた 稚
のな
1111 る
き 見王
様態
蓮に
をゐ
示る
しの
てで
居ゐ
るる
02)力ま

併
し
手

れ
で
も

一
九
一
四
年
正
一
九
二
阿
年
Z
の
統
計
を
比
較
す

一
九
一
同
年

一
九
二
四
年

合
枇
勤

o 
::;: - jjl 
ハ時、、目
。六料
プ、 n 1Jc 
ニ千五千入
品.\~
克克

完'"νν  同日
合
枇
搬

四一保
九 O 時、、明
四一料
ブL ..• 1l< 
入千九千入
馬 J品
}'o -}'i 

同国
~ ~一一
問九
年ニ
山凹

k!fs， 
れ僻

品第
一・ー す1Jc
，、るF、
一由lの
τ 告一
四百九

伝

川

保

険

F、

保

険

金

般

1L 

五
七
三

五
六
・
七

一
九
一
四
年
の
保
険
料
牧
入
仁
比
べ
て
一
九
二
四
年

ω保
険
枚
入

ω増
加
割
合
は
、
獅
地
仁
一
於
け
る
総
て
の
稲

類
の
保
険
を
合
計

L
て
五
六
・
七

μ
で
め

h
・
之
を
各
郡
山
り
も
山
り
に
つ
い
V

て
見
れ
ば
、

是
の
最
大
な
る
も
の
は
、

白
働
車
保
険
(
同
日
仲
間
V
E
R
a
〈
2
U
H
n
u
n
H
g
m
)
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
寅
仁
二
六
人
一
一
一
・
一
一

μ
ピ
レ
ふ
異
放
の
増
加

時

輪
山
信
用
保
険
制
度
創
山
ん
の
提
案

第
二
十
三
容

(
第
三
掠
一

O
E
)

凹

E
E

前

Reichsmark 
Assekuranz-]allfbllCh， Band 45. 1925' S. 212， 293・
1) 
2) 



時

第二十-一一巻

四
五
六

(
第
一
一
一
擁
一
口
六
)

論

崎
山
信
川
保
険
制
成
創
げ
ん
の
批
案

を
示
し
て
賎
る
o

そ
し
て
、

之
に
弐
向
、
も
の
が
信
用
保
険
り
六
一

7
四
%
で
、
第
三
位
に
め
る
も

ωが
機
附
汽

協
保
険
(
呂
田
各
古
S
〈
目
白
刊
の
}
H
O
E
-
]

問
)
の
三
六
七
・
六
%
で
あ
る
。

き
れ
ば
、
信
郎
保
険
な
る
も
り
は
、
今
日
獅

逸
に
於
て
著
し
き
後
進

ω道
程
に
わ
一
る
も
の
ご
い
ム
・
』
芭
が
山
市
市
品
。

織
っ
て
我
凶

ω
朕
践
を
見
る
仁
、
我
凶
に
は
未
ピ
信
川
保
険
(
同
日
書

〈
O
H
閉山岳
qz口
問
)
な
る
も
の
は
全
〈
行

は
れ

t
居
な

ν。
州
間
隔
火
災
u

向
上
保
険
株
式
品
目
枇
は
、
信
川
保
険
業
務
な
る
も
の
を
行
ふ
て
尉
る
が
、
そ
れ
は
使

用
人

ω窃
取
詑
敗
州
問
領
の
行
幼
に
よ
る
損
害

ω保
険
で
ゐ
っ
て
、
英
し
有
利
で
は
司
五
色
守

H
E口
町

EHno
己
い
ふ
も

の
、
獅
逸
で

同
日
E
o
E百
E
n
Z
E
口
問
ピ
U
ふ
も
の
じ
胤

L
山
中
間
上
に
謝
は
ゆ
る
信
用
保
険
で
は
な
い
。

O 

結

仁司

-
』
、
に
紹
介
し
た
る
輪
出
信
用
保
険
制
度
以
、
初
に
遁
ぺ
て
置
い
た
通
b
，
、
濁
逸
聯
邦
経
由
併
省
が
立
案
し
た
る

も

ωで
、
未
だ
貨
施
せ
ら
れ

τ居
る
も
の
で
は
な
い
。
放
に
そ
の
質
行
上
の
放
川
県
如
何
は
全
〈
未
知
の
問
題
に
一
胤

L
-
今
日
‘
併
は
賛
否

ω批
評

ω下
に
立
ち
つ
、
〉
ぬ
る
も

ω
で
あ
る
o

私
は
、
我
が
除
出
貿
易
後
瓜
策
の
一

Z
し

て

こ
の
輸
出
信
用
保
険
制
度
な
る
も
の
に
、
十
分
の
考
慮
が
捕
は
れ
ん
ニ
ご
み
ぞ
要
望
す
る
も

ω
で
あ
る
が
、
併

し
、
闘
よ
b
上
越
の
湖
逸
渠
そ
の
も
の
が
、
我
困
に
迎
賞
す
る
も
の
ぜ
考
へ
て
居
る
の
で
は
な

ν。
我
岡
山
り
現
放

に
於
て
、
最
も
有
放
に
こ
の
輸
出
信
用
保
険
制
度
を
行
ム
に

u
、
如
何
な
る
仕
組
の
も
の
が
最
も
過
賞
主
る
か
は
、

4 



自
ら
別
に
調
査
班
究
せ
ら
れ
ね
ば
年
ら
向
。
私
は
、
こ
、
に
こ
の
一
編
を
結
ぶ
に
蛍
h
、
こ
れ
よ
bJ
、
濁
逸
に
於

て
、
こ
の
保
険
制
度
に
勤
し
、
そ
の
本
質
己
そ
の
風
情
よ
り
見
て
之
を
行
ふ
の
可
否
如
何
に
闘
し
加
へ
ら
れ
た
る

批
評
を
紹
介
し
、
そ
れ
営
我
困
怖
に
比
岐
し

τ、
こ
の
保
険
制
度
の
根
本
問
題
舎
決
定
し
て
泣
か
う
ご
思
ム
。

舗
道
山
り
経
済
界
は
、
戦
守
に
よ
h
て
未
曾
有

ω大
品
川
悦
に
襲
は
れ
、
今
日
に
於
て
も
向
は
そ
の
伶
弊
去
ら
す
、

殊
に
通
貨
の
極
端
な
る
暴
落
を
経
験
し
た
る
金
融
市
場
じ
於
て
は
、
縦

ο短
期
信
用
仁
は
甚
に
大
な
る
供
給
が
あ

る
に

L
一L

も
、
長
則
信
用
は
、
三
ク
月
上
ハ
ヶ
月
の
如
き
も
の
で
も
、
資
金
の
供
給
殆
ど
之
れ
な
き
の
有
様
で
あ

る。

ζ

の
舶
に
於

τも
輸
出
貿
易
は
阻
害
せ
ら
晶
、
の
闘
係
に
ゐ
る
。
狗
逸
は
今
日
、
必
干
し
も
資
本
に
快
乏
し

て
居
る
の
で
は
な
い
。
北
uv
信
用
組
紙
が
、
-
|
資
本
市
場
及
び
一
貨
幣
市
川
輔
の
機
能
が

l
l、
強
制
他
せ
ら
れ
た
る

が
た
め
、
貿
易
資
本
に
劃
す
る
信
用
が
快
如
し
、
之
が
輸
出
後
展
に
謝
す
る
妨
害
ご
な
っ

τ居
る
の
で
あ
る
。
故

に
今
・

上
越

ω如
、
苫
輸
出
信
胤
保
険
制
度
が
貨
施
せ
ら
れ

τ、
輸
出
手
形
に
謝
す
る
削
引
の
基
礎
却
も
輸
出
信
用

の
碁
備
が
奥
へ
ら
る
、
な
ら
ば
、
之
に
よ
り
て
、
貿
易
上
の
一
妨
害
が
除
去
せ
ら
れ
、
輪
出
助
長
の
放
川
市
ぞ
生
宇

る
の
み
な
ら
中
、
銀
行
に
謝
し

τも
、
手
持
資
金
活
用
の
途
を
興
ヘ
、

工
業
に
謝
し
て
は
版
路
の
獲
得
及
び
島
田
展

を
な
さ
し
む
る
こ
ど
が
出
来
、
労
働
者
に
謝
し
て
は
そ
の
就
業
を
多
か
ら
し
む
る
ニ
ご
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

併
し
乍
ら
、
輪
出
手
形
正
い
っ
て
も
、
そ
の
信
用
の
確
貨
な
る
も
の
は
、
之
仁
劃
し
て
割
引
を
得
る
こ
己
必
宇

し
も
困
難
で
あ
る
蒋
で
は
な
い
v
o

そ
の
割
引
の
困
難
な
る
は
、
信
用
の
不
磁
貨
な
る
も
の
で
ゐ
る
c
卸
も
、
政
治

U年

1満

抽
出
信
用
保
険
制
度
創
定
自
提
案

第
二
十
三
巷

(
弟
三
蹴

-
O
七
)

四
宜
七



時

九

品川E

的
山
信
用
保
険
制
度
創
定
白
提
案

第
一
一
十
=
一
巻

(
A
F
三
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上
又
は
経
済
上
特
別
に
不
安
な
る
朕
態
に
あ
る
闘
へ
の
輸
出
に
閲
す
る
手
形
、
叉
は
支
挑
抽
出
力
の
不
確
・
貨
な
る
轍

入
商
宛
の
手
形
の
如
き
も
の
が
、
賞
際
に
於

τ、
割
引
の
困
難
な
る
も
の
で
ゐ
b
、
従
っ
て
か
、
る
輪
出
取
引
に

劃
し
て
は
、

そ
の
金
融
信
用
を
得
る
こ
ど
困
難
な
の
で
あ
る
。
今
、
輪
出
信
用
保
険
が
、
そ
の
之
あ
る
に
よ
り
て

初
め
て
可
能
な
ら
L
む
る
輪
出
貿
易
正
い
ふ
も
の
は
、
主
正
し
て
か
、
る
輪
出
取
引
の
こ
己
で
あ
ら
う
。
果
し
て

き
う
記
す
れ
ば
、
こ
、
に
一
つ
の
有
力
な
る
反
割
論
が
ゐ
る
。
印
も
日
ム
、
世
界
大
戦
の
結
川
市
ご

Lτ
、
そ
の
岡

官
を
急
激
に
破
一
操
L
、
且
つ
聯
合
側
諸
国
に
封
[
判
長
大
な
る
純
務
的
負
踏
を
荷
ぴ
、
俄
に
貧
乏
に
な
っ
た
猫
逸

が
、
そ
の
乏
し
き
同
氏
経
済
の
中
か
ら

E
械
の
資
金
を
例
い

τ.
hr
、
る
危
険
な
る
輪
出
を
同
除
す
る
の
必
要
が

何
世
陣
に
ゐ
る
か
、
特
に
獅
逸
は
阪
に
自
ら
経
験
し
た
る
所
の
総
憐
恐
慌
に
よ
り
て
甚
に
し
き
犠
牲
を
抑
っ
た
の

に
、
今
又
調
は
ゆ
る
「
非
常
危
険
」
な
る
も
の
を
刷
費
を
以
て
引
受
付
、
諸
外
国

ω
恐
怖
の
分
り
前
に
敢
て
興
が
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
が
何
蕗
に
ゐ
る
か
、
左
様
な
こ
ピ
に
消
耗
し
得
る
闘
官
が
あ
る
な
ら
ば
、
宜

L
〈
獅
逸
岡
氏
の

た
め
に
之
を
用
ゆ
べ
き
で
ゐ
ら
う
。
輸
出
信
用
保
険

ω如
き
は
、
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
甚
だ
不
都
合
な
も
の
で
あ

る

t 
o 

輪
出
信
用
保
険
ご
い
ふ
も
の
に
劃
し
て
は
、

を
の
本
質
上
‘
我
闘
に
於
て
も
凋
逸
に
於
り
る
ぜ
同
様
に
、

l医

右
の
反
針
諭
に
封
L
て
耳
を
傾
〈
る
必
要
が
あ
る
o

我
闘
は
、
戦
年
の
結
果
正
し
て
は
獅
逸
ご
は
正
仁
反
割
に
、

岡
宮
の
一
大
膨
脹
を
家
L
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
が
銭
的
に
生
じ
叱
る
凶
民
消
費
慣
習
の
膨
版
に
よ
ち
今
日



に
て
は
、
阪
に
戦
時
利
得
た
る
閤
富
は
全
〈
消
掻
し
て
刺
す
所
な
〈
、
殊
に
明
治
維
新
以
来
人
口
の
急
激
な
る
増

加
は
、
岡
宮
の
相
封
的
快
之
を
惹
芯
し
、
今
日
に
て
は
、
凶
民
の
損
失
を
賭
し
て
危
険
な
る
貿
易
を
胃
除
す
る
の

除
機
な
き
に
至
っ
て
居
る
こ
ご
は
、
殆
ど
濁
逸
ピ
選
ぶ
所
な
い
か
ら
で
あ
る
。

阪
に
自
ら
岡
肉
安
説

ω乏
し
き
を
愛
ひ
っ
、
ゐ
る
闘
が
、
他
凶

ωた
め
に
川
鴨
川
の
輸
出
を
同
除
す
る
の
駄
な
る

は
、
回
よ
h
明
か
な
る
所
で
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
、
ま
た
閥
内
山
り
資
源
が
盟
問
で
ゐ
っ
て
岡
宮
の
大
な
る
闘
で
あ
る

な
ら
ば
、
別
に
そ
の
輪
山
を
後
肢
せ
し
め
る
の
必
要
に
泡
は
る
、
色
の
で
は
な
い
。
人
口
多
〈
し
て
同
内
資
源
比

峡
的
少
量
た
め
、
貿
易
決
済
上
借
方
に
立
つ
の
傾
'
川
会
避
け
得
ゴ
c

る
図
柄
な
れ
ば
ニ
ヲ
ぞ
、
岡
氏
の
消
設
を
低
下
せ

し
む
る
こ
己
な
(
し
て
而
も
貿
易
尻
の
均
衡
を
保
た
し
む
る
た
め
に
、
多
少
危
険
を
伴
ふ
ピ
考
へ
ら
る
、
検
出
を

敢
て
す
る
の
必
要
に
追
は
品
、
り
で
ゐ
る
o

ぞ
れ
は
、
無
刈

ω胃
除
に
あ
ら
宇
し
て
、
・
貨
は
必
要
の
胃
険
で
あ
る
。

而
も
一
見
開
険
で
ゐ
る
が
如
〈
見
ゆ
る
貿
易
も
、
や
っ
て
見
れ
ば
案
外
確
・
質
性
の
あ
る
こ
ご
も
頗
る
多
い
。
海
外

貿
易
の
脱
出
拡
を
見
れ
は
、
初
期
の
輪
出
は
或
意
味
に
於
て
同
険
を
の
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
今
日
、
閥
際
的

版
路
獲
得
競
守
の
激
烈
な
る
の
際
に
蛍
・
り
、
多
少
の
悶
険
を
敢

τな
L
得
す

Lτ
、
何
蕗
に
海
外
輪
出
の
俊
民
を

望
み
得
る
か
。
輪
出
信
用
保
険
制
度
の
如
き
は
、
各
個
人
た
る
輸
出
向
を
し
て
な
る
べ
く
多
数
の
宵
険
を
敢
て
せ

L
め
、
而
も
闘
民
総
雌
刷
会
館
の
上
に
於
て
そ
の
宵
険
の
結
棋
を
最
少
必
要
の
税
度
仁
止
め

L
む
る
叫
閉
山
り
制
度
で
あ

る
o
故
に
我
国
や
獅
逸
の
如
き
に
あ
ち

τは
、
-
』
の
保
険
質
施
の
可
否
が
問
題
で
は
な
〈
て
、
如
何
な
る
仕
組
Z
・

如
何
な
る
方
法
正
で
之
を
行
ふ
べ
き
か
い
問
題
た
b
符
る
に
り
で
あ
る
。

(
一
五
・
λ
・
一
五

凪年
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